
令和 3 年 7 月 9 日 

中国電力株式会社 

特重非公開ガイド廃棄に係わる当時の文書管理について 

１．はじめに 

平成 26 年 9 月 18 日付け原規技発第 1409181 号「実用発電用原子炉に係る特定重大事故等対

処施設に関する審査ガイドにおける航空機等の特性等の制定について」（以下「特重非公開ガイ

ド」という。）の 6 部のうち，島根原子力発電所において利用管理していた 1 部（中国電力 05）

を，平成 27 年 4 月 23 日に，誤ってシュレッダー廃棄した件について，特重非公開ガイド受領

後（平成 26 年 10 月 20 日付け），島根原子力発電所において，1 部誤って廃棄するまで（平成

27 年 4 月 23 日）の期間（以下「当時」という。）における，特重非公開ガイドの位置付けを踏

まえた文書管理の状況を以下に示す。 

２．文書管理の状況 

（１）特重非公開ガイドの位置付け 

受領した当時，特重非公開ガイドについては，以下の理由から，「非 QMS 文書」に該当す

る文書として位置付け管理することとした。 

 特定核燃料物質の防護に関する情報（以下「PP 情報」という。）は，核物質防護規定に

基づき管理しているため，「非 QMS 文書」として位置付けていること 

 特重非公開ガイドは，PP 情報に該当するものではないが，秘密保持契約に基づき，その

取扱いが秘密情報取扱者に限定される等，PP 情報と同程度の管理が必要であると考えた

こと 

 「文書・記録管理基本要領」（二次文書）等において，秘密情報を「QMS 文書」として

管理するための管理項目を規定していなかったこと 

現在，改めて整理してみると，「文書・記録管理基本要領」（二次文書）によれば，特重非

公開ガイドは，設計・開発する際のインプット情報として扱い，保安活動に用いるものであ

ることから，業務に対する要求事項に関する外部文書であるため，「外部文書」（QMS 文書）

に位置付け管理すべきであったと考えている。 

なお，当時の文書管理に係わる社内規程類を添付資料（1）に，社内規程上の「外部文書」

の取扱いを添付資料（2）に示す。 

（２）特重非公開ガイドの管理 

特重非公開ガイドの管理にあたっては，「文書取扱細則」（全社文書），「文書・記録管理基

本要領」（二次文書）および「文書・品質記録管理手順書」（三次文書）で要求する管理項目

以上の管理が求められることを踏まえ，平成 26 年 10 月 17 日付け「国から提供される特重

施設に関する秘密情報の管理方法について」を定め，本社および発電所における秘密情報取

扱者の指定，秘密情報の所管部署，および秘密情報の複製・複写等を管理することとした。 

なお，当時の文書管理に係わる社内規程類を添付資料（1）に，特重非公開ガイドに係わる

文書管理体系を添付資料（3）に示す。 
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（３）特重非公開ガイドの保管 

本社および発電所における特重非公開ガイドの保管については，以下のとおり運用してい

た。なお，特重非公開ガイドに係わる文書管理状況を添付資料（4）に示す。 

ａ．本社における保管 

 本社においては，特重非公開ガイド受領から平成 27 年 4 月 19 日までは，核物質防護規

定に基づく特定核燃料物質の防護のための文書の文書管理を準用して，入室管理された部

屋内の文書保管専用のキャビネットに施錠管理して保管していた。 

その後，平成 27 年 4 月 19 日以降は，PP 情報を保管する箇所とは異なる箇所で保管す

べきとの社内検討を踏まえて，保安規定に基づく QMS 文書の文書管理を準用して，執務

室内の文書保管専用のキャビネットに施錠管理して保管することとした。 

このため，文書を廃棄する場合には，所管箇所の決裁等の所定の手続きを経る必要があ

る状況にあったため，個人の判断で文書を廃棄することはなく，また，他の文書と混在し

ないように保管していたことから，誤って廃棄するような状況にはなかった。 

  ｂ．発電所における保管 

 島根原子力発電所においては，特重非公開ガイドの発電所での利用方法が明確ではなか

ったため，保管方法を特に定めていなかった。 

また，本社から，本社と同じような保管方法（入室管理された部屋内の文書保管専用の

キャビネットに施錠管理して保管）を講じるような明確な指示もなかった状況であった。

このため，当該者（特重非公開ガイドの利用者）は，施錠管理できる箇所に保管するこ

とを意識して，執務室内の当該者の事務机の施錠管理できるキャビネットに，特重非公開

ガイドを入れた社用封筒を保管することとした。この際，社用封筒に「特重施設情報」の

識別表示がなされず，また，他の社内「秘」文書と分けることなく，混在した形で保管し

ていた。 

３．添付資料 

（１）当時の文書管理に係わる社内規程類 

（２）当時の社内規程上の「外部文書」の取扱い 

（３）特重非公開ガイドに係わる当時の文書管理体系 

（４）特重非公開ガイドに係わる文書管理状況 

以 上 
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添付資料（1） 

当時の文書管理に係わる社内規程類 

全社文書 

 社規：文書規程

（全社の文書の作成・発受信・整理・保管・保存・廃棄等の基本事項を規定）

 準則：文書取扱細則

（全社における文書規程の運用に必要な取扱いを規定）

本社および発電所における品質マネジメント文書等体系（QMS 文書） 

炉規制法（実用炉規則）┄品質保証規程（JEAC4111） 

│ 

島根原子力発電所原子炉施設保安規定 

│ 

 一次文書

品質保証計画（保安規定第 3 条） 

原子力品質保証規程，原子力品質保証細則 

4．品質マネジメントシステム 

4.2 文書化に関する要求事項 

4.2.3 文書管理 

 電源事業本部（本社および島根原子力発電所）［管理箇所］

二次文書：文書・記録管理基本要領［電源事業本部（原子力品質保証）］（QMS4-01-X00-12）

 本社

三次文書：電源事業本部（原子力品質保証，原子力管理，原子力安全技術，原子力建設）文

書・品質記録管理手順書［電源事業本部（原子力品質保証）］（QMS4-01-G01-10） 

三次文書：電源事業本部（原子力品質保証，原子力管理，原子力安全技術，原子力建設）文

書・記録の保管に関する手引き［電源事業本部（原子力総括）］（QMS4-01-G02-04） 

 島根原子力発電所

三次文書：島根原子力発電所文書管理手順書［島根原子力発電所 品質保証部］

（QMS4-01-N01-40） 

三次文書：文書・記録保管手順書［島根原子力発電所 総務課］（QMS4-01-N02-12） 
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特定核燃料物質の防護のために必要な文書 

炉規制法（実用炉規則） 

│ 

島根原子力発電所核物質防護規定 

└─ 情報管理要領［島根原子力発電所 技術部（核物質防護）］ 

（特定核燃料物質の防護に関する情報（核物質防護情報）の管理に適用（核物質防護

に係わる秘密情報および管理情報の情報管理，文書および記録の管理）） 

特重非公開ガイドの管理に係わる文書 

「特定重大事故等対処施設に関する秘密保持契約書」を締結（平成 26 年 10 月 17 日） 

└─ 平成 26 年 10 月 17 日付け「国から提供される特重施設に関する秘密情報の管理方法に

ついて」［電源事業本部（原子力運営）］ 

（原子力規制庁から提供頂いた非公開ガイドの管理方法を取りまとめ） 

以 上 
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添付資料（2） 

当時の社内規程上の「外部文書」の取扱い 

＜文書・記録管理基本要領（QMS4-01-X00-12）（抜粋）＞ 

＜電源事業本部（原子力品質保証，原子力管理，原子力安全技術，原子力建設） 

文書・品質記録管理手順書（QMS4-01-G01-10）（抜粋）＞ 

本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 
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本資料のうち，枠囲みの内容は機密に係る事項のため公開できません。 

6



特
重
非
公
開
ガ
イ
ド
に
係
わ
る

当
時
の
文
書
管
理

体
系

 

秘
密
保
持
契
約
に
基
づ
く
特
重

施
設
関
係
の
文
書
管
理

 

（
国

か
ら
提
供
さ
れ
る
特
重
施
設
に
関
す
る
秘
密
情
報
の
管
理
方
法
に
つ
い
て
）

 

［
受
領
後
～
平
成

2
9
年

3
月

7
日

※
１
］

 

発
電
所
で
利
用
す
る
際
の

 

保
管

方
法
に
関
す
る
規
定
な
し

 

［
平
成

2
6
年

1
0
月

2
4
日
～
廃
棄
ま
で

※
２
］

 

全
社
文
書
の

文
書
管
理

 

（
文
書
規
程
，
文
書

取
扱
細
則
）

 

保
安
規
定
に
基
づ
く

 

Q
M

S
文
書
の
文
書
管
理

【
準
用
】

 

（
文
書
・
記
録
管
理
基
本

要
領
）

 

［
平
成

2
7
年

4
月

1
9
日
～
］

 

核
物
質

防
護
規
定
に
基
づ
く

 

特
定
核
燃
料
物
質
の
防
護

の
た
め
の

 

文
書
の

文
書
管
理
【
準
用
】

 

（
情
報

管
理
要
領
）

 

［
受
領
後
～
平
成

2
7
年

4
月

1
9
日

］
 

（
保
管

方
法
）
 

発
電
所

 

（
管

理
方
法
）
 

※
1
：「

特
定
重
大
事
故
等
対
処
施
設
に
係
わ
る
情
報
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
，
平
成

2
9
年

3
月

7
日
に
新
規
制
定

※
2
：
廃
棄
以
降
，
発
電
所
で
の
利
用

に
伴
う
提
示
は
行
っ
て
い
な
い

添付資料（3） 

本
社

 

（
保
管
方
法
）
 

（
管
理
方
法
）
 

【
管

理
項

目
】

 

・
秘

密
情

報
取

扱
者

の
指

定

・
秘

密
情

報
の

所
管

部
署

・
秘

密
情

報
の

複
製

・
複

写
 
等

7



特
重
非
公
開
ガ
イ
ド
に
係
わ
る
文
書
管
理
状
況
（
中
国
電
力
本
社
で
の
管
理
 
平
成

26
年

10
月

20
日
～
平
成

27
年

4
月

23
日
）
（

1/
2 ）

特
重
非
公
開
ガ
イ
ド
に
係
わ
る
管
理
ル
ー
ル

実
際
の
管
理

関
連
す
る
規
定
等

平
成

26
年

10
月

17
日
付
け
「
国
か
ら
提
供
さ
れ
る
特
重
施
設
に
関
す
る
秘
密

情
報
の
管
理
方
法
に
つ
い
て
」［
電
源
事
業
本
部
（
原
子
力
運
営
）
］

【
特
重
非
公
開
ガ
イ
ド
の
管
理
に
係
わ
る
文
書
】

・
管
理
責
任
者
の
指
定

・
秘
密
情
報
取
扱
者
名
簿
の
作
成

・
秘
密
情
報
受
領
書
の
提
出

・
秘
密
情
報
指
定
管
理
簿
の
作
成

・
秘
密
情
報
管
理
簿
の
作
成

・
秘
密
情
報
利
用
管
理
簿
の
作
成

・
秘
密
情
報
の
提
供
の
承
認
書
提
出

・
秘
密
情
報
の
複
製
（
物
理
的
構
成
の
変
更
）
の
承
認
申
請

（
保
管
方
法
に
係
わ
る
規
定
な
し
）

・
管
理
責
任
者
を
指
定

・
秘
密
情
報
取
扱
者
名
簿
を
作
成

・
秘
密
情
報
受
領
書
を
提
出

・
秘
密
情
報
指
定
管
理
簿
を
作
成

（
該
当
な
し
）

・
秘
密
情
報
利
用
管
理
簿
を
作
成

・
秘
密
情
報
の
提
供
の
承
認
書
を
提
出

（
該
当
な
し
）

入
室
管
理
さ
れ
た
部
屋
内
の
，
文
書
保
管
専
用
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
施
錠

管
理
し
て
保
管

（
～
平
成

27
年

4
月

19
日
）

執
務
室
内
の
，
文
書
保
管
専
用
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
施
錠
管
理
し
て
保
管

（
平
成

27
年

4
月

19
日
～
）

情
報
管
理
要
領
【
特
定
核
燃
料
物
質
の
防
護
の
た
め
に
必
要
な
文
書
】

文
書
取
扱
細
則
【
全
社
文
書
】

「
秘
」
扱
い
の
文
書
を
保
管
・
保
存
す
る
場
合
は
，
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
お
よ
び

書
庫
に
は
必
ず
施
錠
す
る
等
，
慎
重
に
取
り
扱
う
。

文
書
・
記
録
管
理
基
本
要
領
【

Q
M

S
文
書
】

部
所
ご
と
に
，
外
部
文
書
の
管
理
に
つ
い
て
定
め
る
。

本
社
で
の
保
管
方
法
を
変
更
 

添付資料（4）

8



特
重
非
公
開
ガ
イ
ド
に
係
わ
る
文
書
管
理
状
況
（
島
根
原
子
力
発
電
所
で
の
管
理
（
利
用
と
し
て
の
管
理
）
 
平
成

26
年

10
月

24
日
～
平
成

27
年

4
月

23
日
）
（

2/
2 ）

特
重
非
公
開
ガ
イ
ド
に
係
わ
る
管
理
ル
ー
ル

実
際
の
管
理

関
連
す
る
規
定
等

平
成

26
年

10
月

17
日
付
け
「
国
か
ら
提
供
さ
れ
る
特
重
施
設
に
関
す
る
秘
密

情
報
の
管
理
方
法
に
つ
い
て
」［
電
源
事
業
本
部
（
原
子
力
運
営
）
］

【
特
重
非
公
開
ガ
イ
ド
の
管
理
に
係
わ
る
文
書
】

・
管
理
責
任
者
の
指
定

・
秘
密
情
報
取
扱
者
名
簿
の
作
成

・
秘
密
情
報
受
領
書
の
提
出

・
秘
密
情
報
指
定
管
理
簿
の
作
成

・
秘
密
情
報
管
理
簿
の
作
成

・
秘
密
情
報
利
用
管
理
簿
の
作
成

・
秘
密
情
報
の
提
供
の
承
認
書
提
出

・
秘
密
情
報
の
複
製
（
物
理
的
構
成
の
変
更
）
の
承
認
申
請

（
利
用
時
の
保
管
方
法
に
係
わ
る
規
定
な
し
）

（
廃
棄
に
係
わ
る
規
定
な
し
）

・
管
理
責
任
者
を
指
定

・
秘
密
情
報
取
扱
者
名
簿
を
作
成

・
秘
密
情
報
受
領
書
を
提
出

・
秘
密
情
報
指
定
管
理
簿
を
作
成

（
該
当
な
し
）

・
秘
密
情
報
利
用
管
理
簿
を
作
成

・
秘
密
情
報
の
提
供
の
承
認
書
を
提
出

（
該
当
な
し
）

執
務
室
内
の
，
自
席
の
机
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
施
錠
管
理
し
，
保
管
し
て

い
た
が
，
誤
っ
て
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
で
廃
棄

（
本
社
保
管
の
文
書
を
，
発
電
所
で
利
用
す
る
た
め
保
管
し
て
い
た
が
，

文
書
保
管
専
用
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
は
保
管
し
て
い
な
い
）

「
秘
」
扱
い
の
文
書
を
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
廃
棄

（
特
重
非
公
開
ガ
イ
ド
を
誤
っ
て
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
で
廃
棄
）

シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
廃
棄
し
た
紙
は
，
一
般
の
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
に
て
処
理

（
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
廃
棄
さ
れ
た
裁
断
く
ず
は
，
復
元
が
困
難
で
あ
り
，
こ
の

時
点
で
，
文
書
取
扱
細
則
の
「
秘
」
扱
い
の
文
書
で
は
な
く
な
る
）

文
書
取
扱
細
則
【
全
社
文
書
】

「
秘
」
扱
い
の
文
書
を
保
管
・
保
存
す
る
場
合
は
，
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
お
よ
び

書
庫
に
は
必
ず
施
錠
す
る
等
，
慎
重
に
取
り
扱
う
。

文
書
・
記
録
管
理
基
本
要
領
【

Q
M

S
文
書
】

部
所
ご
と
に
，
外
部
文
書
の
管
理
に
つ
い
て
定
め
る
。

文
書
取
扱
細
則
【
全
社
文
書
】

古
紙
リ
サ
イ
ク
ル
の
方
法
に
よ
り
文
書
を
廃
棄
す
る
場
合
で
，
当
該
文
書
が

「
秘
」
扱
い
で
あ
る
と
き
は
，
機
密
書
類
を
専
門
に
扱
う
古
紙
回
収
会
社
に

委
託
す
る
等
，
慎
重
に
取
り
扱
う
。

廃
棄
す
る
文
書
は
，
極
力
古
紙
リ
サ
イ
ク
ル
に
回
す
こ
と
と
し
，
リ
サ
イ
ク

ル
で
き
な
い
も
の
は
原
則
と
し
て
焼
却
・
裁
断
等
，
復
元
で
き
な
い
方
法
に

よ
り
廃
棄
す
る
。

9




